
仙北市議会だより 4

か
、
い
な
い
か
見
極
め
た
上
で

判
断
し
た
い
。

反
対
討
論　

木
質
バ
イ
オ

マ
ス
事
業
は
計
画
し
た
通

り
成
さ
れ
て
い
な
い
。

　

施
設
の
不
具
合
が
瑕
疵

で
な
い
と
す
れ
ば
、
今
後

も
正
規
な
稼
働
が
で
き
な

い
場
合
、
十
分
な
損
害
賠

償
が
懸
念
を
抱
く
。

　

障
害
者
福
祉
費
の
中
で

補
装
具
費
等
支
給
の
利
用

者
負
担
に
誤
り
が
あ
り
、

　
年
度
に
利
用
者
へ
返
金

さ
れ
て
は
い
る
が
誤
っ
た

ま
ま
の
決
算
で
あ
る
。

◎
委
員
会
審
査
で
賛
成
・
反
対
そ

れ
ぞ
れ
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果

　
賛
成
少
数
に
よ
り
、
不
認

定
と
決
定

◆
本
会
議
に
お
い
て
採
決
の
結

果
、
可
否
同
数
、
議
長
裁
決
の

結
果
、
不
認
定
と
決
定

●
議
案
第
１
０
１
号　

平
成

22
年
度
仙
北
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

質
問 

国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
の
広
域
化
の
進
展
は
ど
う
な

◆
本
会
議
で
は
賛
成
多
数
、
認

定
と
決
定

●
議
案
１
０
３
号　

平
成
22

年
度
仙
北
市
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て

反
対
討
論　

こ
の
制
度
の

廃
止
を
要
望
し
て
い
る
。

又
、
広
域
連
合
の
決
算
残

高
は　

億
円
以
上
あ
り
、

負
担
軽
減
と
な
る
対
策
を

す
る
べ
き
で
あ
り
、
認
定

に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
る
。

◎
委
員
会
で
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
認
定
と
決
定

◆
本
会
議
に
お
い
て
は
賛
成
多

数
で
認
定
と
決
定

■
審
査
の
過
程
で
出
さ
れ
た
意

見
や
要
望
等
、
あ
る
い
は
監
査

委
員
の
意
見
や
指
摘
事
項
に
つ

い
て
、
こ
れ
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
来
年
度
の
予
算
に
反
映
さ

れ
る
よ
う
要
望
す
る
。

（
荒
木
田　

記
）

っ
て
い
る
の
か
。

答
弁 

第
１
段
階
で
あ
る
後
期

高
齢
者
制
度
の
廃
止
を
盛
り
込

ん
だ
法
案
で
は
知
事
会
が
反
対

し
て
い
る
事
情
も
あ
り
、
国
会

に
提
出
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

先
行
き
が
不
透
明
で
あ
る
。

質
問 

市
県
民
税
等
の
決
算
額

と
調
定
額
の
乖
離
問
題
等
に
つ

い
て
は
、
今
も
調
査
中
で
あ
る

が
後
で
こ
の
決
算
額
が
変
わ
る

こ
と
は
な
い
の
か
。

答
弁 

不
能
欠
損
に
つ
い
て

は
、
納
付
義
務
が
５
年
時
効
に

よ
り
消
滅
す
る
の
で
影
響
は
な

い
。

　

調
定
額
で
は
、
例
え
ば
追
加

で
出
て
く
る
年
度
が
あ
る
場
合

は
、
そ
れ
が
わ
か
っ
た
時
点
で

過
年
度
分
と
し
て
の
追
加
税
措

置
と
な
る
。

反
対
討
論　

大
き
な
病
気

も
流
行
せ
ず
医
療
費
の
抑

制
に
繋
が
り
、
か
つ
て
無

い
ほ
ど
の
黒
字
で
あ
っ

た
。
市
民
の
方
々
は
国
保

税
を
少
し
で
も
下
げ
て
ほ

し
い
強
い
要
望
が
あ
る
。

そ
の
負
担
を
軽
減
す
る
よ

う
な
決
算
で
な
い
の
で
、

認
定
に
つ
い
て
は
反
対
で

あ
る
。

◎
委
員
会
で
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
認
定

価
シ
ス
テ
ム
と
の
照
合
で
き
な

か
っ
た
反
省
を
踏
ま
え
、
22
年

度
は
実
施
し
た
。

質
問 

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄

道
は
依
然
と
し
て
赤
字
額
が

２
億
５
千
万
円
前
後
で
推
移
し

て
い
る
が
、
新
た
な
負
担
も
覚

悟
し
て
い
る
の
か
。

答
弁 
赤
字
額
２
億
円
、
乗
者

数
60
万
人
の
ハ
ー
ド
ル
を
低
く

す
る
考
え
で
の
経
営
改
善
は
あ

り
得
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
仮

に
廃
止
と
い
う
こ
と
が
俎そ

上
じ
ょ
うに

上
が
っ
た
場
合
を
想
定
す
る

と
、
内
陸
線
の
機
能
を
補
完
す

る
地
域
交
通
の
確
保
が
必
要
に

な
る
。　

質
問 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

に
つ
い
て
負
担
金
と
し
て
、
月

島
機
械
株
式
会
社
よ
り
約
１
，

７
０
０
万
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

瑕
疵
と
認
め
た
結
果
、
当
局
か

ら
負
担
金
を
要
求
し
た
の
で
は

な
い
か
。

答
弁 

協
議
を
重
ね
、
信
頼
関

係
の
中
で
の
対
応
で
あ
り
、
瑕

疵
を
前
提
し
た
も
の
で
は
な

い
。
現
在
大
規
模
改
修
を
行
っ

て
い
る
が
仮
に
不
具
合
が
発
生

し
た
場
合
、
改
修
後
に
性
能
検

査
を
実
施
し
、
当
初
、
要
求
し

た
性
能
が
発
現
で
き
て
い
る

●
議
案
第
96
号　

平
成
22
年

度
仙
北
市
一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て

質
問 

収
入
未
済
総
額
が
前
年

比
５
千
６
８
６
万
円
の
増
加
で

あ
る
が
そ
の
原
因
と
対
策
は
。

答
弁 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と

宮
城
、
岩
手
内
陸
地
震
の
風
評

被
害
が
持
ち
直
し
て
来
た
と
こ

ろ
に
３
月
の
東
日
本
大
震
災
が

追
い
打
ち
を
か
け
た
と
い
う
状

況
が
あ
る
。
今
後
の
対
策
に
つ

い
て
は
こ
れ
ま
で
の
個
別
訪
問

や
換
価
性
の
高
い
預
貯
金
の
差

押
を
行
い
、
新
た
な
滞
納
を
増

や
さ
な
い
よ
う
現
年
度
分
を
先

に
納
入
頂
く
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
徴
収
嘱
託
員
の
動
員
、
夜

間
窓
口
の
開
設
、
口
座
振
替
の

促
進
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
検

討
、
県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

の
活
用
、
収
納
対
策
室
と
複
合

的
に
機
能
さ
せ
な
が
ら
収
納
対

策
を
講
じ
て
い
く
。

質
問 

市
税
滞
納
繰
越
調
定
額

と
税
務
シ
ス
テ
ム
の
繰
越
調
停

額
に
つ
い
て
乖
離
は
な
い
と
の

認
識
で
よ
い
か
。

答
弁 

22
年
度
に
つ
い
て
は
乖

離
は
な
か
っ
た
。
21
年
度
に
原

一
般
会
計
等
決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

及
び
本
会
議
審
査
報
告

23

33

平成22年度一般会計決算審査
本会議採決は可否同数　議長採決で不認定

理由は
１、木質バイオマス発電施設  ⇒  当初の計画通りには全く稼働していない
２、障害者福祉費　⇒　補装具費等の支給について利用者負担額に誤り

（23年度に返金済み）

不
認
定


